
を
、
地
層
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
て

い
ね
い
に
掘
り
下
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
層
の
年
代
を
調
べ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
西
盛
土
は
縄
文
時
代

前
期
末
（
約
五
，
〇
〇
〇
年
前
）

か
ら
縄
文
時
代
中
期
末
（
約
四
，

〇
〇
〇
年
前
）に
か
け
て
の
約
一
，

〇
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
作
ら
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
盛
土
の
西
側
に
は
、

今
か
ら
約
四
，
五
〇
〇
年
前
の
竪

穴
住
居
跡
が
集
中
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
南
側
に
も

比
較
的
大
き
な
竪
穴
住
居
跡
が
、

盛
土
の
下
に
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
竪
穴
住

居
跡
の
年
代
は
、
約
五
，
〇
〇
〇

年
前
で
、
西
盛
土
の
最
下
層
の
年

代
と
同
じ
で
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
ま
で
の
調
査
か

ら
引
き
続
き
、
西
盛
土
の
正
確
な

規
模
の
把
握
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
盛
土
に
捨
て
ら
れ
た
土
の
由

来
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
ら
運
ば

れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
西
盛
土
の
南
端
付
近

に
は
、
道
路
跡
と
大
人
の
お
墓
が

並
ん
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
調
査
で
は
、
西
盛
土
の
地
層

に
含
ま
れ
て
い
る
ロ
ー
ム（
赤
土
）

の
塊
や
周
辺
の
地
層
に
含
ま
れ
て

い
る
火
山
灰
の
成
分
を
詳
細
に
分

析
し
、
道
路
跡
、
竪
穴
住
居
跡
、

貯
蔵
穴
な
ど
を
作
っ
た
際
に
排
出

さ
れ
た
土
と
、
関
連
性
が
あ
る
の

か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て

約
二
ヶ
月
た
ち
ま
す
が
、
七
月

二
十
四
日
に
は
「
さ
ん
ま
る
発
掘

体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
八
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
最
初
に
三
内
丸
山
遺
跡
や
発

　

集
落
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
西
盛
土
の
南
東
側
を
中
心
に

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
盛
土
の
発
掘
調
査
は
、
一
昨

年
か
ら
継
続
し
て
お
り
、
今
年
で

三
年
目
に
な
り
ま
す
。西
盛
土
は
、

平
成
六
年
度
に
見
つ
か
り
、
大
量

の
土
器
や
石
器
と
と
も
に
、
土
偶

や
装
身
具
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
な

ど
の
ま
つ
り
の
道
具
が
出
土
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
旧
展

示
室
に
隣
接
す
る
道
路
付
近
に
ま

で
盛
土
の
地
層
が
広
が
っ
て
い
る

様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
最
大
で
一
・
八
m

の
厚
さ
が
あ
る
盛
土
の
中
心
部

掘
調
査
、
西
盛
土
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
実
際
の
発
掘
を
体

験
し
ま
し
た
。
二
時
間
と
い
う
短

い
間
で
し
た
が
、
土
器
や
石
器
が

出
土
す
る
と
、
そ
の
土
器
が
い
つ

の
も
の
な
の
か
、
石
器
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
も
の
な
の
か
な
ど

を
興
味
深
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
西
盛
土
か
ら
出
土
し
た
土

器
、
石
器
、
土
偶
な
ど
の
観
察
も

行
い
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
（
水
）
か
ら
九

月
中
旬
ま
で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）
は

発
掘
調
査
、
作
業
の
様
子
を
見
学

で
き
ま
す
。

　

調
査
を
行
っ
て
い
る
日
の
午
前

十
一
時
か
ら
は
、
発
掘
調
査
担
当

者
に
よ
る「
現
場
ガ
イ
ド
」も
行
っ

て
い
ま
す
。
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
発

掘
調
査
現
場
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

八
月
十
日
～
十
五
日
は
発
掘
調
査

を
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
雨
天
等

の
際
は
発
掘
調
査
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

四
月
二
十
九
日
～
五
月
五

日
に
「
三
内
丸
山
縄
文
春
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。                      

　

三
内
丸
山
遺
跡
を
一
望
で
き
る

「
縄
文
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
」
は
、

高
所
作
業
車
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
復
元

さ
れ
た
大
型
掘
立
柱
建
物
と
同
じ

高
さ
の
約
十
五
ｍ
ま
で
の
ぼ
り
、

遺
跡
を
パ
ノ
ラ
マ
の
迫
力
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
は
縄
文
服
を
着
て
記
念
撮

影
、
ベ
ン
ケ
イ
貝
を
使
っ
た
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
作
り
、
大
型
住
居
内
で

の
山
上
進
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味

線
ラ
イ
ブ
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、

約
一
万
四
千
人
の
方
々
が
遺
跡
を

楽
し
み
ま
し
た
。
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発

掘

調

査

を

公

開

中

第
三
十
五
次
発
掘
調
査
進
行
中
！

〔現場ガイドのようす〕

〔今年度の西盛土の調査風景〕

〔竪穴住居跡と盛土の堆積状況〕

四
季
の
縄
文
Ｄ
Ａ
Ｙ

「
三
内
丸
山
縄
文
春
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〔縄文パノラマビュー〕



　

今
年
の
六
月
に
三
内
丸
山
遺
跡

で
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

北
盛
土
か
ら
平
成
五
年
に
出
土
し

た
土
器
の
破
片
に
、「
人
」
の
絵

が
描
い
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
。
土
器
は
約
四
三
〇
〇
年

前
の
も
の
で
す
。

　

縄
文
人
は
土
偶
な
ど
の
立
体
的

な
も
の
は
多
く
作
り
ま
し
た
。
ま

た
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
て
、
人
や

動
物
の
よ
う
な
形
を
表
現
し
た
も

の
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
線
を

引
い
て
絵
を
描
く
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
大
変
珍
し
い
も
の
と
分

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
土
器
の
破
片
は
、
七
月
九

日
か
ら
十
一
月
二
十
日
ま
で
縄
文

時
遊
館
内
の
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ
い
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
九
月
十
八

日
（
日
）、十
九
日
（
月
）
に
「
縄

文
な
り
き
り
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

遺
跡
に
泊
ま
り
込
み
、
縄
文
時

代
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
楽
し
み
な
が
ら
縄
文
文
化
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
も
の
で

す
。

　

小
学
生
三
～
六
年
生
で
保
護
者

と
い
っ
し
ょ
に
「
魚
釣
り
体
験
」、

「
縄
文
料
理
作
り
」、「
星
空
観
察

会
」
な
ど
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て

縄
文
を
体
験
で
き
る
企
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
「
縄
文
な
り
き
り
キ
ャ
ン

プ
」
の
参
加
募
集
受
付
は
八
月

二
十
二
日
か
ら
で
定
員
（
各
二
十

名
）
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。詳
し
く
は「
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
特
別
史
跡
三
内
丸
山
遺
跡
」
ま

た
は
縄
文
時
遊
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
多
く
の

方
々
に
縄
文
時
代
に
つ
い
て
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
体
験
学
習
「
さ
ん
ま
る
縄

文
体
験
」
と
「
さ
ん
ま
る
縄
文
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
」
で
は
、

後
期
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
の
骨
で
作
る
縫
い
針
作
り
な

ど
を
行
い
ま
す
。
小
学
三
年
生
以

上
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

　
「
さ
ん
ま
る
縄
文
講
座
」
は
縄

文
時
代
の
う
つ
わ
を
テ
ー
マ
と

し
、
全
五
回
行
い
ま
す
。
土
器
や

樹
皮
な
ど
を
使
っ
た
器
に
つ
い
て

の
講
義
の
ほ
か
、
実
際
に
土
器
を

作
り
・
焼
き
・
使
っ
て
み
る
体
験

も
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
高
校
生

以
上
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
参
加
無
料
、
定
員

三
十
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
特
別
史
跡
三

内
丸
山
遺
跡
」

ま
た
は
縄
文
時

遊
館
ま
で
。

　
「
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録

推
進
専
門
家
委
員
会
」
は
、
平
成

二
十
一
年
六
月
一
日
、
北
海
道
、

青
森
県
、
岩
手
県
及
び
秋
田
県
の

四
道
県
の
知
事
に
よ
る
協
定
を
結

び
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、「
北
海

道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文

遺
跡
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
、
専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
委
員
長
に
菊
池

徹
夫
氏
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教

授
）、
そ
の
他
考
古
学
や
世
界
遺

産
の
専
門
家
六
名
の
委
員
で
構
成

し
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、「
縄

文
時
代
は
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
い

つ
終
わ
っ
た
の
か
」
や
、「
縄
文

文
化
は
日
本
列
島
全
域
に
あ
っ
た

の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
二
年
度
は
、「
貝
塚
や
環
状

列
石
、
集
落
な
ど
の
遺
跡
の
特
徴

や
価
値
」
に
関
す
る
こ
と
や
、「
日

本
が
縄
文
時
代
の
時
に
、
周
辺
地

域
の
文
化
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
」、

「
世
界
遺
産
登
録
は
、
な
ぜ
北
海

道
・
北
東
北
と
い
う
地
域
と
す
る

の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
や
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
・
整
理
を
行
う
予
定
で
す
。

　

頭
の
上
に
は
二
本
の
長
い
線
が

見
ら
れ
「
鳥
の
羽
根
を
つ
け
た
飾

り
」、
ク
ル
ン
と
巻
き
上
が
っ
た

足
先
は
「
く
つ
を
は
い
て
い
る
様

子
」、
右
手
は
上
に
曲
げ
て
、
何

か
の
「
道
具
」
を
持
ち
、
膝
を
曲

げ
て
し
っ
か
り
と
立
っ
て
お
り
、

踊
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
三
内
丸
山
遺
跡

発
掘
調
査
委
員
会
委
員
長
の
岡
村

道
雄
さ
ん
は
、「
お
祭
り
の
道
具

を
持
っ
て
、
羽
根
飾
り
を
頭
に

つ
け
て
、
く
つ
を
履
い
て
踊
る

シ
ャ
ー
マ
ン
と
い
う
人
の
姿
」
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ー
マ
ン
と
は
、
精
霊
や
先

祖
の
霊
た
ち
と
交
信
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
つ
り
や
儀
式
の
時
に
中

心
的
な
役
割
を
す
る
人
で
す
。

平成 23年度 第１回企画展
さんまるミュージアム１周年記念

縄文の人のかたち
―新はっけん ! 土器に描かれた人と

2000 点を超えた土偶―

〔人物の描かれた土器（左は拡大し、線をなぞったもの）〕

〔専門家委員会のようす〕

世
界
遺
産
登
録
へ

向
け
て
進
む

「
縄
文
な
り
き
り
キ
ャ
ン
プ
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
・

縄
文
講
座
募
集
中
！

新
発
見
！ 

人
物
の
描
か
れ
た
土
器

　さんまるミュージアムはオープンから平
成 23 年７月９日（土）で１周年を迎えました。
これを記念して、11 月 20 日（日）まで、新

発見の人物が描かれ
た土器と日本最多の
2000 点を超えた土偶
を中心に企画展示を
行っています。
　たくさんの方々の
お越しをお待ちして
おります！


